
■ 主催 ／ 大阪市立大学 医学部・一般社団法人 大阪国際医療機構　　■ 後援 ／ 厚生労働省（予定）・大阪市（予定）・日本認知症学会（予定）

お問い合わせ先：アルツハイマー病医療推進フォーラム実行委員会 事務局
〒545-8585 大阪府大阪市阿倍野区旭町 1－4－3　大阪市立大学大学院　医学研究科　認知症臨床研究センター　TEL 06-6646-6185

プログラム

●13：30 ～ 14：00  挨拶
医学研究科長兼医学部長  大畑 建治 教授
大阪市立大学  荒川 哲男 学長
厚生労働省・AMED・PMDA ほか （予定）

●16：40 ～ 17：00　総合討論

森 啓 特任教授
岩坪 威 教授 （東京大学）
加藤 祐一 教授
新谷 歩 教授

●14：00 ～ 16：40　フォーラム
大阪市立大学医学部

ポール・アイゼン 教授
レマー・ラーマン 教授
デブン・ゲサート 先生

南カリフォルニア大学

グスタボ・ヒメネス・マッジョーリャ　先生

アルツハイマー病の臨床研究を推進する国家プロジェクトである「AMED 研究事業」を展開する大阪市立大学は、
この度米国内で認知症研究をリードする南カリフォルニア大学 ATRI との相互協力協定を締結することとなりました。

   
新たに JDCS の機能を拡充させた J-ATRI を創設することをめざし、本フォーラムでは、ATRI 所長ポール・アイゼン教授と

3 名のスタッフをお招きし、日米のアルツハイマー病の治験と観察研究の課題と展望について議論し、
全米を主導する ATRI のシステムを日本に初めて導入する記念事業といたします。

大阪市立大学 大畑 建治 医学部長 南カリフォルニア大学 ATRI ポール・アイゼン 教授

日米
共同

アルツハイマー病臨床研究を推進する
コンソーシアムの役割

大阪市立大学医学部・南カリフォルニア大学 ATRI（Alzheimer’s
 Therapeutic Research Institute）相互協力協定締結記念事業

The role of academic consortia in AD therapeutic research

 平成２９年４月１１日（火） 大阪市立大学医学部 大講義室

アルツハイマー病医療推進フォーラム


